
 

 

 

 

 

 

  

新年度が始まりようやく暖かい日が

続いてくると「待ってました」と目を

キラキラされている子ども達。「やっ

ていい？」と尋ねてきて水遊びや泥遊

びが始まりました。 

日差しの暖かさや水の冷たさを感じ

ている子ども達の心地よい表情を見

ていると自然と笑顔になります。 

一方で園庭の外周には小さな生き物

を探している子ども達がいました。 

土を掘り返しながら「いないな～」「じ

ゃああっちは？」と思考を巡らし今ま

での経験と直感で探していると 

「みつけた！」「いた！」「みてみて！」

と嬉しさを表現する言葉が聞こえて

きました。 

楽しい声は自然と周囲の子ども達の

気を引きます。気が付くと関わりが

増え楽しさを共有していました。 

それは同じクラスの仲間だけじゃな

く他クラスの子ともあり異年齢の関

わりは相手を気遣い、相手のことを

考えるきっかけにもなります。 

投げかける言葉や立ち居振る舞いも

変わっているように感じ、心の成長

が垣間見られた瞬間でした。 

この小さな積み重ねを大事にしてい

きたいと思いました。 

み～つけた～自然を全身で感じる～ R6,4,15 

たくさん考えて行動した結果を積み重ねて

いき、新たなことへチャレンジできるように

なっていく姿を言葉にしてたくさん認めて

いくこと。遊びを通して広がる関係性を意

識して継続できるように関わり子ども達の

自由な表現をたくさん実現できるようにし

ていきたいと改めて感じました。 

みて！ようちゅういた！ 

ここにもいるんじゃない！？ 

おきがえしてるんだよ！ 

※脱皮中 

どう？みつからないね～ 

いっぱいつかまえたんだ！ 

こ
こ
に
い
る
よ
！ 


